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電離圏-大気圏結合モデルを用いた磁気嵐に伴う電離圏擾乱の研究
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電離圏は、太陽極端紫外線(EUV)やX線、太陽風・磁気圏からのエネルギー流入、下層大気から
の波動などによって常に変動している。磁気嵐時には、磁気圏からの電磁的エネルギーや粒子降
下によって電離圏の擾乱が起きるが、同じ入力であっても電離圏や中性大気圏の状態によって電
離圏の応答は異なる。さらに、中緯度では、極域で発生した熱圏風と下層大気からの大気波動が
相互作用をしたり、磁気圏起源の侵入電場と熱圏風が起こすダイナモ電場が重なったりする場合
もあり得る。このような複雑な系を定量的に調べるため、我々は、電離圏モデル、電離圏ダイナ
モモデル、大気圏モデルを結合した統合モデルの開発を行い、その初期版が完成した。今回は、
この電離圏-中性大気圏結合モデルを用いて、磁気圏からの電場や粒子降下と、下層大気からの
波動の影響がどのように相互作用をするか調べた結果を報告する。
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